






要約:昨年度はクレチン症マス・スクリーニングにおける FT4 検査実施状況について調査

した。今回は、FT4 検査に使用する試薬キットに注目し検査精度上の問題についてその有

用性を検討した。当施設で使用している FT4 試薬キットは、TBG の影響を受けでいたので

試薬緩衝液濃度を変更し検討した。検査費用、疑陽性率の問題はあるものの、TSH 単独測

定では発見できない中枢性クレチン症のためにも両者の併用検査が望まれる。そのために

は、検査方法の改良やカットオフ値について更に検討する必要がある。


